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(2) 　 t =
AQ

AB
であるから，点 Qは線分 ABを t : 1− tに内分する．よって

−→
OQ = (1− t)

−→
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と表すことができる．−→
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OBより，−→
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よって，
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である．
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(1) Mを表す複素数は
α+ γ

2
::::::

．

これを µと書く．このとき −−→
MBは β − µ，−−→

MAは α− µ =
α− γ

2
に対応する．

一方，与えられた等式を変形すると

2p(β − µ) = i(α− γ)

であるから

2(β − µ)

α− γ
=

i

p

となるが，pは正の実数よりこれは線分MBが，線分MAをMを中心に反時計回りに π

2

回転して長さを 1

p
倍したものであることを示しているから，AC ⊥ BMが分かる． □
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